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子子子供供供ががが遊遊遊べべべるるるふふふるるるさささとととののの川川川へへへ、、、自自自然然然豊豊豊かかかななな川川川ののの散散散歩歩歩道道道ににに、、、   きききれれれいいいななな川川川にににしししままましししょょょううう！！！ 

   真光寺川の源流を訪ねて！ 

水の街“座間”を散策しました 

れていました。 

光寺第 1水路は和光幼稚園裏の農園の 

脇を流れていましたが、湧き出る場所を探

して農園の奥から布田道の南斜面に向かって

林に分け入って見ましたが、地下に潜ったのか

残念ながら水流が見えなくなっていました。 

真光寺公園の池以外の源流はどこも枯れ気

味で、雨が少ないと流れが地下に潜り、雨が

降ると顔を出すようです。この農園の休憩所で

記念写真をとり、一休みして帰路につきまし

た。 

り道、観泉寺の裏で乗馬クラブ・クレイン 

東京の排水口と布田道側の 3つの源流

がここで一筋の流れに合流するのを見ました  

 観泉寺は寺伝によると、この地域名の由来と

なった真光寺の跡地に立てられたと伝えられ

ていて、南北朝時代の聖観世音菩薩が祀ら

れ、掃除の行き届いた気持ちの良い境内でし

た。そこでお参りしてから真光寺中学校の裏

側を抜け、鶴川街道のレストランで新春の乾

杯・昼食をし、散会になりました。  

        （文：野田 敏之 黒田健夫） 

社があり、そこでお参りをしました。飯守神社は

武蔵の総社（府中の現大國魂神社）の例大祭

の飯を供える役割を担当する由緒ある神社で、

神社に詳しい先述の安藤さんから千木（ちぎ）、

鰹木（かつおぎ）など拝殿の屋根や鳥居の形な

ども教えていただきました。また境内の樹齢

500年のケヤキの大木も圧巻でした。そこから

西へ折れると、飯守川の細い流れに出会いま

した、さらに西に進むと電源開発・西東京変電

所の斜面から湧き出す真光寺第 2水路やこの

日の目的の真光寺第 1水路がチョロチョロと流
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     0２０年の新春散策会は真光寺川の源 

     流を訪ねました。例年１月・２月は寒さ

と高齢者が多いため清掃は休みとして散策を

しています。真光寺川の源流は布田道（真光

寺の北端の尾根道）の斜面から湧き出る真光

寺第 1水路、第 2水路、サナトリウム病院近く

の飯守川の 3つの水源と町田いずみ浄苑下の

入谷戸川と真光寺公園の池から流れ出す下谷

戸川の 5 カ所があります。今回は川の流れを

確認しながら、和光幼稚園裏の真光寺第 1水

路と呼ばれる源流を訪ねました。 

1月１２日（日）、参加者は１０名で曇り、風は 

なく寒くありませんでした。この日は真光寺川ま

つりでお世話になった神龍会（お囃子グルー

プ）の神蔵さんと安藤さんも参加してくれました  

   0時すぎ集合場所の真光寺のスーパー三 

和前を出発し、横浜ラーメン裏から地表に

顔を出した真光寺川に沿って上流に向けて歩

き始めました。数 10 メール先の設備会社の裏

手で布田道側の 3つの源流からの流れと入谷

戸川の流れがここで一つに合流するのを見まし

た。さらに真光寺交差点を進むと右手に飯守神

2 

帰 

1

「 

真

そ 

 
源流域の畑の休憩所で 



  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

                          

  

 

一番数として多いのはポリ袋・ペットボトル、

周囲の道路ではタバコの吸い殻（フィルターが

プラスチック繊維）でしょう。 

昨今問題になっている微細なプラスチックに

よる海洋汚染、 

真光寺川からも 

拾いきれないプ 

ラスチックが海に 

入り微細化して 

海洋を汚染して 

いると思います。 

まずはポイ捨て 

はやめて欲しい 

ものです。  

（文：山本 隆治） 

 

 

 

１２月の清掃報告 

１２月 8日には 10名が参加し 15袋のゴミを回

収しました。天候は風もない晴天でした。今年最

後の清掃日なので、念入りにゴミを拾いました。

川の水は少なく底までよく見え、今年生まれた

小魚が群れをなして泳いでいました。この日も会

員が真光寺川の魚の水槽を展示しました。 

３月・４月の清掃（クリーン作戦）の予定 

☆３月 8日（日）、４月１2日（日） 

☆集合：9：30 下堰親水場 

(能ｹ谷４丁目、魁力屋ラーメン店裏) 

☆持物：軍手。その他ごみ袋、火ばさみ 

や長靴など一部用意があります。 

☆解散予定 １１:00  

真光寺川の川の中と周囲の道路のゴミを 

分担して拾います。どなたでも参加でき 

ます。ご一緒に川をきれいにしませんか 

 

 

 

 

 

 

毎月、真光寺川の中や周囲の歩道の清掃

を実施して今年で 20年、その間いろんなゴミ

に遭遇しました。 

主なものは川の中に投げ捨てられた？バイ

ク、自転車、布団をはじめ鉄板や電子レンジ

などの家電製品、介護用のおむつ、引越荷物

とおぼしき物、飲料水のカンやビン、壊れたビ

ニール傘、お菓子の袋、たばこの吸い殻等々

です。20ℓ入りボランティア用ごみ袋で昨年は

約 100袋、一昨年は 130袋のゴミを拾いまし

た。 

手数のかかるのが水を吸った布団・毛布や

バイク・自転車は重く岸壁に引き上げるのが

大変、川の中に２～３人、川のフェンスからロ

ープで引き上げる人が２～３人といった配置

で引き上げます。 

清掃での気になるゴミ 

☆真光寺川を清流にする会 代表：山本隆治    

事務局：黒田 TEL/FAX:042-708-4269   

（ご意見・問合せは黒田までお寄せください）                    

☆真光寺川を清流にする会のＨＰ  

http://www.shinkojigawa.com/ 

e-mail: kawasemi@shinkojigawa.com 
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メダカポスト： お礼 

１２月～１月は鶴川４丁目の 

芦田様、能ケ谷６丁目の岡村様 

からのご寄付に、一木会等への 

ご寄付を合算して 4，000円でした。 

当会の活動に対しお寄せいただいたご厚志に深

く感謝いたします。  

 

お願い！ 真光寺川通信は紙面か E メールでお 

届けしています。 

現在メール配信を推進しています。メール配信 

ではカラーでご覧いただけます。ご希望の方は 

下記までメールアドレスをお知らせください。 

 

 

力あわせて捨てられた自転車を引上げる 

http://www.shinkojigawa.com/
mailto:kawasemi@shinkojigawa.com

